
}分解が容易である等部品の再使用又は材料の再生利用のための設計上の
工夫がなされていること。

~一度使用された製品からの再使用部品が可能な限り使用されているこ
と、又は、プラスチック部品が使用される場合には、再生プラスチック
が可能な限り使用されていること。

�低電力モード（一定時間操作が行われなかった後に自動的に切り替えら
れる低電力状態をいう。以下同じ。）及びオートシャットオフモード（一
定時間操作が行われなかった後に自動オフ機能によって電源を切った状
態をいう。以下同じ。）への移行時間は出荷時に５分以下に設定されてい
ること。ただし、出荷後、変更することができない構造の機械について
は既定値とする。

�製品の包装又は梱包は、可能な限り簡易であって、再生利用の容易さ及
び廃棄時の負荷低減に配慮されていること。

‚包装材等の回収及び再使用又は再生利用のためのシステムがあること。

備考）１ 「デジタル印刷機」とは、デジタル製版機能を有した孔版方式の全自動印刷機をいう。
２ 「再生プラスチック」とは、使用された後に廃棄されたプラスチック製品の全部若しく
は一部又は製品の製造工程の廃棄ルートから発生するプラスチック端材若しくは不良品を
再生利用したものをいう（ただし、原料として同一工程内で再生利用されるものは除く。）。

表 デジタル印刷機のエネルギー消費効率の基準

デジタル印刷機エネルギー消費効率（Ｗ）

Ａ３対応機 Ｂ４対応機，Ａ４対応機

プリンタ機能
作動時

プリンタ機能
非作動時

プリンタ機能
作動時

プリンタ機能
非作動時

プリンタ機能標準装備型 35•5 28 22 20

上記以外
プリンタ機能あり 35•5 22

プリンタ機能なし 24 19

５`10 記録用メディア
\ 品目及び判断の基準等

記録用メディア 【判断の基準】
〇次のいずれかの要件を満たすこと〔判断の基準はケースに適用〕。
{再生プラスチックがケース全体重量の30％以上使用されていること。
|厚さ５¤程度以下のスリムタイプケースであること、又は集合タイプ
（スピンドルタイプなど）であること。

}植物を原料とするプラスチックであって環境負荷低減効果が確認され
たものが使用されていること。

~紙製にあっては、古紙パルプ配合率70％以上であること。また、紙の
原料にバージンパルプが使用される場合にあっては、その原料の原木
は、伐採に当たって、原木の生産された国又は地域における森林に関
する法令に照らして手続が適切になされたものであること。ただし、
間伐材により製造されたバージンパルプ及び合板・製材工場から発生
する端材、林地残材・小径木等の再生資源により製造されたバージン
パルプには適用しない。

【配慮事項】
{材料に紙が含まれる場合でバージンパルプが使用される場合にあって
は、その原料の原木は持続可能な森林経営が営まれている森林から産出
されたものであること。

|製品の包装又は梱包は、可能な限り簡易であって、再生利用の容易さ及
び廃棄時の負荷低減に配慮されていること。
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備考）１ 「プリンタ機能標準装備型」とは、パソコンの出力プリンタとして動作する機能が標準
装備として付加され、製品として切り離すことのできないものをいう。
２ 「上記以外」とは、拡張機能としてパソコンの出力プリンタとして動作する機能を付加
できるもの及びパソコンの出力プリンタとして動作することができないものをいう。
３ 「Ａ３対応機」、「Ｂ４対応機」、「Ａ４対応機」とは、次による。
Ａ３対応機：最大印刷領域の各辺がそれぞれ287¤、409¤以上のもの
Ｂ４対応機：最大印刷領域の各辺がそれぞれ250¤、353¤以上のもの
Ａ４対応機：最大印刷領域の各辺がそれぞれ204¤、288¤以上のもの
４ エネルギー消費効率の算定方法については次式による。

Ｅ＝（Ａ＋７×Ｂ）／８
Ａ：機械立ち上げ時の１時間における消費電力量（Wh）
・電源の投入後、印刷速度はデフォルトで、テストチャートを使用して１版目を
製版し、{の条件で印刷を行う。印刷終了後直ちに同じ条件で２版目の製版を
開始し、{の条件で印刷を行う。その後その状態で放置するものとする。
・電源投入後速度変更はしない。
Ｂ：通常時の１時間における消費電力量（Wh）
・Ａの測定終了後１版目を製版し、{の条件で印刷を行う。印刷終了後直ちに同
じ条件で２版目の製版を開始し、{の条件で印刷を行う。その後その状態で放
置するものとする。

Ａ、Ｂの測定条件
{１版当たりの印刷枚数 200枚／版
|１時間の製版枚数 ２版／時
}１時間の印刷枚数 400枚／時
~印刷速度 工場出荷時に設定された電源投入時の速度
�テストチャート Ａ４、画像面積比率４～７％
�標準印刷用紙 64O／flの上質紙
‚測定時の環境条件 温度：21±３℃／湿度：65±10％

測定前に12時間以上放置
ƒプリンタ機能非作動時の測定の場合、放置時におけるオートシャットオフモー
ド又は低電力モードへの移行を認める。

„低電力モード及びオートシャットオフモードへの移行時間は５分にセットす
る。ただし、出荷後、変更することができない構造の機械については既定値を
用いる。

…プリンタ機能作動時の測定の場合、オートシャットオフモード機能を作動させ
てはならない、また、放置時における低電力モードへの移行を認める。

] 目標の立て方
当該年度のデジタル印刷機の調達（リース・レンタル契約を含む。）総量（台数）に占める基準
を満たす物品の数量（台数）の割合とする。

備考）１ 本項の判断の基準の対象とする「記録用メディア」は、直径12‹のＣＤ`Ｒ、ＣＤ`Ｒ
Ｗ、ＤＶＤ±Ｒ、ＤＶＤ±ＲＷ、ＤＶＤ`ＲＡＭ、ＢＤ`Ｒ、ＢＤ`ＲＥとする。
２ 「再生プラスチック」とは、使用された後に廃棄されたプラスチック製品の全部若しく
は一部又は製品の製造工程の廃棄ルートから発生するプラスチック端材若しくは不良品を
再生利用したものをいう（ただし、原料として同一工程内で再生利用されるものは除く。）。š
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